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点検

油量と汚れ

• 油量の点検は水平な場所でエンジン始動前に行う。始動した場合は停止後10分以上経過してから行う。

• LレベルとHレベルの間にオイルレベルがあるか点検し、油量が過不足の場合は調整する。
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• エンジンオイルに白濁、著しい汚れがないか点検し、異常がある場合は、エンジンオイルを交換する。

• 白濁している場合は冷却水混入の可能性が高いので、原因箇所を修理後エンジンオイルを交換する。

オイル漏れ

以下各部などからエンジンオイルの漏れがないか点検する。

• オイルパン

• オイルパンドレーンプラグ

• オイルプレッシャースイッチ

• オイルフィルター

• CVTCカバー及びCVTCバルブ

• シリンダーブロックとシリンダーヘッドの接合面

• シリンダーヘッドとロッカーカバーの接合面

• フロントタイミングチェーンケースとリヤタイミングチェーンケースの接合面

• リヤタイミングチェーンケースとエンジンの接合面

• フロントオイルシール

• リヤオイルシール

油圧点検

1 油量を点検する。

2 アンダーカバーを取り外す。

3 オルタネーターブラケットを取り外す。回路図を参照する。
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